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7ルミニゥム灘嗣舞し輩める麟1上の地働‘嫡に盤であるカ・は脚謙の儲ま凝しか戻そ騙
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噺究罐としてこ2VJ1M途嬬拓に努力すぺきで劫，鞭に開す葡究2tg－（±ア聡ナ，水晶石，聴洛翻1ヒ物

等の原料並にアルミ＝ウムの製弛叢を分祈検討しそできるだけ安く襲造す、る方法を研究し，これが實現に努力すべき，n3’

あると共に・囎勲嬢蝦蹴の蒲が1日で帳くts7・ような磯を1i・5ことが必要であるドととに鱗嗣及
的機按を使用レ，第霧の節約に充分の考慮と研究とを要する．　　　　　　　　　　　　　．．　　　▼　　　T’

etz6のことは訪めて漁のことで・・終ら多酷要し加ように翫るV・1・なか妙さにあらずで，カ・・ニウ・

sTxびモの合金郷卿骸の如渦よく研究されているようで，｛餓飛びはなれ規のは存蠣尭されていな・・－tピ

とに純SkEiの｛蟹又は純金蹴鯛した合金の性質の如きは未だし嘱が1築し・・普通市販の金圃と純舗とのrhSiこは物

・融盲性質も化學的性質轄しい蓮いがあることはとくに吾姻臆を要する．雌法嘲しても一賑の馳観ている

オ：・これ力騨鋤な鰺に至つて｛漁とんど行わ2，・t・Cいない．能率励工場の蓮櫨こ科學的な甑は當然なつ説ので

ある．またアルミナ鎚造の場合でも：i｛　’一キサイトからアルミナまでの各工程を分析するに必要なアルミナ，筍性アーダ，
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これがな続かでぎていない・　・1・品石・アルミ昌ウ切場合もま燗じである源糊員知：羅あつ七絡工画分

所は勿論・1汁測器すらないのが贅通である・こ蓼Lでは進歩もなければ疲展屯なし、　　　　　　　　　　　．、　　卜』
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y　cz）　Sm質によること勿論であ6S：，アルミナの品質kifPtの牒條件によることも決して賊凱い．　　‘　＝”

加ユ灘おいて腰齢制魁綬麗とが腰であると思う．驚噸晶1ま韻力：塚砺ろから鯉者はいつ
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